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第
一
幕

　

寿
永
三
年
二
月
、
平
家
の
一
門
越
前
三
位
通
盛
卿
は
、
摂
津
国
一
の
谷

に
陣
を
ま
か
さ
れ
、
三
草
山
の
合
戦
に
勝
利
し
、
勢
い
に
乗
る
源
義
経
軍

を
迎
え
撃
と
う
と
し
て
い
る
。

　

し
か
し
、
通
盛
の
傍
ら
に
は
、
源
氏
に
与
す
る
所
の
猟
師
熊
王
丸
が

妹
・
若
菜
を
間
者
に
し
て
、
通
盛
を
籠
絡
、
陣
中
の
様
子
を
探
る
よ
う
命

じ
る
。
若
菜
は
、
兄
の
命
に
従
い
、
矢
文
で
連
絡
を
取
り
合
う
。
兄
か
ら

の
矢
文
が
届
い
た
と
こ
ろ
を
、
通
盛
の
乳
母
子
・
滝
口
時
員
に
見
咎
め
ら

れ
、
嫌
疑
が
か
か
る
。
そ
こ
へ
、
酔
態
の
通
盛
が
現
れ
、
事
の
仔
細
を
問

い
質
す
。
し
か
し
、
通
盛
は
若
菜
の
口
車
に
乗
せ
ら
れ
て
、
時
員
の
言
葉

を
信
じ
な
い
。
見
か
ね
た
時
員
が
通
盛
に
諫
言
す
る
と
、
怒
り
だ
す
。
そ

の
様
子
を
、
陣
中
近
く
の
藪
の
中
か
ら
熊
王
丸
が
う
か
が
う
。

　

宵
に
な
り
、
新
中
納
言
平
知
盛
の
固
め
る
須
磨
の
陣
か
ら
、
二
位
尼
の

使
者
と
し
て
、
通
盛
の
妻
・
小
宰
相
が
一
の
谷
の
陣
へ
や
っ
て
来
る
。
時

員
の
取
次
ぎ
で
通
盛
と
会
う
が
、
通
盛
は
戦
出
立
に
臨
ん
で
、
一
の
谷
に

は
来
る
な
と
言
っ
た
は
ず
と
小
宰
相
を
叱
る
。
小
宰
相
は
、
須
磨
の
陣
中

に
、
帝
と
と
も
に
お
わ
す
二
位
尼
の
使
者
と
し
て
や
っ
て
き
た
こ
と
を
告

げ
、
ま
た
、
夫
の
身
が
案
じ
ら
れ
た
と
漏
ら
す
。
こ
れ
を
聞
き
、
通
盛
は

激
怒
、
未
練
な
女
を
妻
に
持
つ
の
は
通
盛
一
生
の
不
覚
と
言
い
、
そ
の
場

で
離
縁
を
伝
え
、
若
菜
を
女
房
に
す
る
と
言
う
。
こ
れ
を
聞
き
、
小
宰
相

は
、
通
盛
の
子
を
身
籠
っ
た
と
伝
え
る
が
、
夫
の
言
葉
を
翻
そ
う
と
す
る

戯
れ
言
と
一
蹴
。
ゆ
か
り
の
檜
扇
を
持
っ
て
立
ち
去
れ
と
言
う
。
し
か
し
、

こ
れ
ら
は
み
な
、
源
氏
の
間
者
・
若
菜
の
裏
を
か
く
通
盛
一
人
の
計
略
、

心
と
言
葉
は
裏
腹
だ
っ
た
。
小
宰
相
は
、
思
い
昂
ぶ
り
、
檜
扇
を
な
か
ば

引
き
裂
い
て
陣
屋
を
後
に
す
る
。

　

夜
が
更
け
て
、
若
菜
を
訪
ね
て
熊
王
丸
が
や
っ
て
来
る
。
落
ち
合
う
兄

妹
。
兄
は
、
よ
く
や
っ
た
と
妹
を
誉
め
、
ま
も
な
く
義
経
軍
の
攻
撃
が
始

ま
る
か
ら
陣
屋
を
立
ち
退
け
と
言
う
が
、
若
菜
は
厭
だ
と
言
う
。
通
盛
の

妻
に
な
る
と
言
っ
て
、
熊
王
丸
と
諍
い
に
な
る
。
そ
こ
に
通
盛
が
現
れ
る
。

通
盛
は
熊
王
丸
の
素
姓
を
質
し
、
若
菜
が
兄
を
家
来
に
し
て
ほ
し
い
と
言

う
。
驚
く
熊
王
丸
。
通
盛
は
そ
れ
を
許
し
、
こ
の
辺
り
の
猟
師
だ
と
言
う

熊
王
丸
に
鵯
越
の
こ
と
を
尋
ね
る
。
し
か
し
、
な
か
な
か
様
子
を
語
ら
な

い
。
兄
の
態
度
を
見
て
、
若
菜
は
鵯
越
の
獣
道
を
、
通
盛
に
伝
え
、
通
盛

は
義
経
の
計
略
を
推
し
測
り
、
装
束
を
褒
美
に
兄
妹
を
陣
屋
か
ら
追
い
立

て
る
。

　

装
束
を
脱
い
だ
通
盛
は
、
甲
冑
姿
。
熊
王
丸
は
謀
ら
れ
た
と
思
い
、
妹



を
連
れ
て
逃
げ
よ
う
と
す
る
。
そ
こ
へ
小
宰
相
が
義
経
軍
攻
撃
開
始
を
知

ら
せ
に
戻
っ
て
来
る
。
小
宰
相
に
斬
り
か
か
る
熊
王
丸
の
刃
を
、
身
を
挺

し
て
か
ば
っ
た
の
は
若
菜
だ
っ
た
。
若
菜
は
、
苦
し
い
息
の
も
と
、
通
盛

の
心
に
感
じ
入
り
、
兄
を
裏
切
っ
た
と
。
ま
た
、
間
者
と
し
て
通
盛
を
騙

し
た
罪
の
報
い
、
通
盛
の
子
を
宿
す
小
宰
相
を
か
ば
い
、
命
を
捨
て
た
こ

と
で
自
分
の
思
い
を
伝
え
る
。
通
盛
と
小
宰
相
は
、
若
菜
に
対
し
、
心
か

ら
礼
を
言
う
。
そ
れ
を
聞
い
て
若
菜
は
絶
命
す
る
。

　

通
盛
は
、
時
員
に
小
宰
相
を
託
し
、
一
の
谷
か
ら
須
磨
へ
落
と
す
。
入

れ
違
い
に
や
っ
て
来
た
源
氏
の
兵
士
と
熊
王
丸
、
実
は
鷲
尾
三
郎
義
久
と

の
激
し
い
戦
闘
の
中
、
通
盛
は
一
の
谷
の
陣
に
お
い
て
討
死
す
る
。

　

第
二
幕

　

平
家
軍
は
須
磨
の
陣
を
追
わ
れ
、
淡
路
の
瀬
戸
に
御
座
船
で
逃
れ
る

小
宰
相
も
帝
を
守
り
、
船
の
上
か
ら
、
源
氏
の
軍
兵
を
迎
え
撃
つ
。
そ
こ

へ
、
時
員
が
加
勢
に
漕
ぎ
寄
せ
、
軍
兵
を
討
ち
果
た
す
。

　

小
宰
相
は
、
時
員
を
御
座
船
に
招
き
、
通
盛
の
様
子
を
尋
ね
る
。
時
員

が
、
通
盛
の
最
期
を
伝
え
る
と
小
宰
相
は
号
泣
す
る
。
そ
れ
を
聞
い
て

二
位
尼
、
安
徳
帝
、
大
納
言
乳
母
、
治
部
卿
局
が
姿
を
あ
ら
わ
す
。
時
員

は
、
二
位
尼
の
言
葉
に
、
通
盛
の
最
期
を
語
り
は
じ
め
る
。
お
わ
る
と

再
び
戦
に
行
く
と
言
う
時
員
に
、
二
位
尼
が
餞
の
盃
を
と
ら
せ
る
と
、
屋

形
の
中
に
招
く
。
時
員
は
通
盛
の
形
見
の
扇
を
小
宰
相
に
渡
し
、
屋
形
の

中
へ
。

　

一
人
に
な
っ
た
小
宰
相
は
、
形
見
の
檜
扇
を
見
て
、
入
道
相
国
清
盛
公

の
故
事
に
あ
や
か
り
、
扇
で
夫
の
魂
を
招
く
と
、
通
盛
の
霊
が
現
れ
る

通
盛
の
霊
は
、
小
宰
相
と
別
れ
を
惜
し
み
、
再
び
海
に
消
え
る
。
小
宰
相

は
、
夫
の
魂
を
慕
っ
て
、
入
水
に
及
ぼ
う
と
す
る
が
、
二
位
尼
が
止
め
る
。

そ
し
て
、
通
盛
卿
の
子
を
産
ん
で
、
そ
の
の
ち
夫
の
菩
提
を
弔
う
よ
う
に

説
得
。
小
宰
相
を
御
座
船
か
ら
下
ろ
し
、
時
員
の
案
内
で
比
叡
山
横
川
に

赴
か
せ
る
の
だ
っ
た
。

　

戦
乱
に
よ
っ
て
運
命
を
翻
弄
さ
れ
る
人
々
の
、
互
い
に
互
い
を
思
い
合

う
心
、
ま
た
、
ゆ
え
あ
っ
て
す
れ
違
う
心
が
生
む
悲
劇
、
命
の
尊
さ
を
作

品
に
込
め
ま
し
た
。

名
作
歌
舞
伎
全
集　

第
二
・
四
・
五
巻 

東
京
創
元
新
社

新
潮
日
本
古
典
集
成　

謡
曲
集
下 

新
潮
社

新
日
本
古
典
文
学
全
集　

平
家
物
語
2 

小
学
館



　

第
一
幕　

一
の
谷
越
前
三
位
平
通
盛
陣
屋
の
場

　
　
　
　

役　

名

越
前
三
位
平
通
盛

通
盛
妻
・
小
宰
相

猟
師
・
熊
王
丸　

実
ハ
鷲
尾
三
郎
義
久

侍
女
・
若
菜

通
盛
乳
母
子
・
滝
口
時
員

平
家
方
の
郎
党
三
人

源
氏
の
侍
十
人

本
舞
台
、
高
足
の
二
重
、
本
庇
本
縁
つ
き
、
白
洲
梯
子
。
軒

に
、
赤
地
に
揚
羽
蝶
の
紋
ち
ら
し
の
幕
を
張
る
。
正
面
、
銀

地
の
襖
に
揚
羽
蝶
の
紋
。
上
手
、
一
間
塗
骨
の
障
子
屋
体

そ
の
前
に
桜
の
立
木
。
そ
こ
こ
こ
に
、
矢
の
立
つ
仕
掛
け
あ

り
。
上
手
に
柵
矢
来
。
下
手
に
藪
畳
。
い
つ
も
の
所
に
陣
門
。

す
べ
て
一
の
谷
平
通
盛
陣
屋
の
体
。
こ
こ
に
郎
党
三
人
い
て
、

幕
開
く
。

郎
党
一　

こ
の
度
の
三
草
山
の
合
戦
で
は
、
九
郎
判
官
義
経
、
夜
討
を
か

け
た
と
い
う
で
は
な
い
か
。

郎
党
二　

夜
討
も
夜
討
。
戌
の
刻
よ
り
、
近
隣
在
所
に
火
を
か
け
た
る
大

松
明
、
三
里
も
離
れ
た
平
家
の
陣
へ
、
瞬
く
間
に
攻
め
寄
せ
た
と

か
。

郎
党
三　

な
ん
で
も
そ
の
時
陣
屋
の
内
は
、
戦
は
定
め
て
明
日
の
こ
と
と
、

皆
々
高
枕
の
夢
心
地
。

郎
党
一　

そ
こ
へ
源
氏
の
軍
勢
一
万
騎
が
押
し
寄
せ
、
御
一
門
は
散
り
散

り
ば
ら
ば
ら
。

郎
党
二　

こ
の
一
の
谷
へ
も
、
源
氏
の
軍
勢
時
を
移
さ
ず
な
だ
れ
込
も
う

と
い
う
風
の
噂
。

郎
党
三　

う
う
っ
と
、
首
の
あ
た
り
が
俄
か
に
寒
く
な
っ
て
き
た
。

郎
党
一　

臆
病
風
に
吹
か
れ
た
な
。

郎
党
二　

し
た
が
、
勢
い
勝
る
源
氏
と
は
い
え
、
一
の
谷
の
こ
の
陣
は

め
っ
た
な
こ
と
で
は
攻
め
ら
れ
ま
い
。

郎
党
三　

な
る
ほ
ど
、
後
ろ
に
鵯
越
を
ひ
か
え
る
限
り
、
判
官
と
て
容
易

く
は
攻
め
ら
れ
ぬ
。

郎
党
一　

い
や
い
や
、
相
手
は
名
う
て
の
戦
上
手
。

郎
党
二　

こ
の
陣
屋
と
て
油
断
は
な
ら
ぬ
。

郎
党
三　

し
か
ら
ば
警
護
怠
り
な
く
。

郎
党
一
・
二
・
三　

そ
う
だ
、
そ
う
だ
。



ト
、
郎
党
三
人
、
下
手
に
入
る
。

〽
津
の
国
の
一
ノ
谷
は
、
南
は
渚
、
北
は
山
。
名
に
し
負
う
鵯

越
を
そ
び
ら
に
し
て
、
守
る
に
や
す
く
攻
め
難
き
。
か
か
る

陣
屋
を
ま
か
さ
る
る
平
家
の
公
達
、
越
前
の
三
位
通
盛
卿

木
の
芽
も
春
の
如
月
に
咲
き
匂
い
た
つ
風
情
の
武
者
。
心
急

か
る
る
桜
木
も
、
時
世
の
風
に
堪
え
か
ね
て
咲
く
よ
り
先
に

散
る
花
は
人
の
さ
だ
め
を
思
わ
す
る
。

ト
、
こ
の
う
ち
、
上
手
の
桜
の
立
木
に
射
込
ん
だ
る
矢
文

突
き
立
つ
。

〽
気
配
に
一
間
を
抜
け
出
で
し
侍
女
若
菜
が
忍
び
足
、
気
配
り

目
配
り
縁
に
寄
り
、
花
散
る
桜
そ
れ
と
見
て
。

ト
、
侍
女
・
若
菜
、
好
み
の
拵
え
、
上
手
障
子
屋
体
よ
り

忍
ぶ
体
に
て
出
、
上
手
の
桜
の
立
木
に
矢
文
を
見
て
思
い

入
れ
、
梯
子
を
下
り
、
矢
を
抜
き
と
る
。
こ
の
う
ち
、
上

手
よ
り
滝
口
時
員
、
上
下
衣
装
、
大
小
に
て
出
、
若
菜
に

目
を
留
め
る
。
若
菜
、
矢
を
隠
し
持
ち
、
梯
子
を
上
り
か

け
る
。

時　

員　

こ
れ
は
若
菜
殿
、
お
待
ち
召
さ
れ
。

ト
、
若
菜
、
ふ
り
返
り
、
矢
文
を
隠
す
こ
な
し
あ
っ
て
、

若　

菜　

ホ
ホ
。

時　

員　

フ
フ
。

若　

菜　

ホ
ホ
。

時　

員　

フ
フ
。

両　

人　

ハ
ハ
ハ
ハ
ハ
。

〽
愛
想
笑
い
に
紛
ら
わ
し
。

若　

菜　

こ
れ
は
こ
れ
は
、
誰
か
と
思
え
ば
時
員
殿
。
御
警
護
御
苦
労
に

存
じ
ま
す
る
。

時　

員　

九
郎
判
官
、
三
草
山
の
勝
利
に
乗
じ
、
越
前
の
三
位
通
盛
様
が

お
守
り
な
さ
る
こ
の
一
の
谷
へ
押
し
寄
せ
ん
も
間
近
と
聞
け
ば
。

若　

菜　

ナ
ニ
、
そ
の
御
心
配
に
は
及
び
ま
す
ま
い
。
陣
屋
の
北
に
は
人

馬
も
通
わ
ぬ
鵯
越
の
断
崖
絶
壁
、
襖
屏
風
の
如
く
聳
え
立
ち
、
い

か
に
源
氏
の
兵
で
も
ど
う
に
も
手
出
し
か
な
い
ま
す
ま
い
。

時　

員　

と
は
い
え
判
官
は
名
う
て
の
戦
上
手
。
三
草
山
も
大
松
明
の
奇

策
に
よ
っ
て
、
我
が
一
門
は
出
し
抜
か
れ
し
ぞ
。
か
か
る
絶
壁
の

あ
る
か
ら
と
て
、
油
断
の
な
ら
ぬ
九
郎
義
経
。

若　

菜　

そ
れ
も
杞
憂
の
取
越
し
苦
労
。
た
と
え
こ
の
坂
落
と
し
を
軍
勢

下
り
来
る
と
て
も
、
こ
の
陣
屋
の
あ
ち
ら
こ
ち
ら
、
用
意
の
撒
き

菱
、
落
と
し
穴
。

時　

員　

女
子
な
が
ら
に
陣
屋
の
仕
掛
、
か
く
ま
で
も
御
承
知
と
は
、

〽
侍
鋭
き
目
を
侍
女
に
向
け
。



抜
け
目
の
な
い
御
奉
公
。

若　

菜　

コ
リ
ャ
私
と
し
た
こ
と
が
。
こ
ん
な
所
で
う
っ
か
り
お
喋
り
。

〽
と
行
き
か
か
る
を
。

ト
、
こ
の
う
ち
、
若
菜
、
矢
か
ら
文
を
抜
き
、
隠
す
こ
な

し
あ
る
。

時　

員　

ア
ァ
待
た
れ
よ
若
菜
殿
。
チ
ト
尋
ね
た
き
こ
と
が
あ
る
。
こ
れ

に
、
こ
れ
に
。

若　

菜　

ソ
リ
ャ
ど
の
よ
う
な
お
尋
ね
。

時　

員　

今
、
こ
の
桜
よ
り
抜
き
取
り
し
矢
文
の
趣
、
そ
れ
を
答
え
て
も

ら
い
た
い
。

若　

菜　

矢
文
な
ど
、
わ
し
ゃ
知
ら
ぬ
わ
い
な
。

時　

員　

お
惚
け
め
さ
る
な
。
今
後
ろ
に
隠
し
持
つ
矢
文
の
こ
と
だ
。

若　

菜　

ナ
ニ
矢
、
矢
と
は
こ
れ
で
ご
ざ
り
ま
す
る
か
。

〽
ぽ
ん
と
投
げ
る
憎
々
し
さ
。
時
員
き
っ
と
手
に
取
れ
ば
、
ま

だ
文
も
見
ぬ
矢
の
有
様
、
さ
て
は
と
侍
、
侍
女
に
詰
め
寄
り
。

時　

員　

最
前
抜
き
取
る
矢
先
の
許
、
確
か
に
目
に
し
た
結
び
文
。
サ

い
ず
れ
へ
や
っ
た
、
ど
こ
へ
隠
し
た
。

若　

菜　

知
ら
ぬ
わ
い
な
。

〽
と
捨
て
置
く
言
葉
、
立
ち
退
く
若
菜
遣
る
ま
い
と
、
襟
髪
つ

か
む
そ
の
と
こ
ろ
へ
。

ト
、
梯
子
を
上
り
、
若
菜
に
詰
め
寄
り
、
両
人
争
う
こ
な

し
あ
っ
て
、
時
員
、
若
菜
を
取
り
押
さ
え
る
。
こ
の
時

奥
よ
り
越
前
三
位
平
通
盛
の
声
あ
っ
て
、

通　

盛　

何
を
ざ
わ
ざ
わ
騒
が
し
い
。
コ
リ
ャ
若
菜
、
若
菜
は
い
ず
れ
に

あ
る
。
い
ず
れ
に
あ
る
。

〽
呼
び
立
つ
声
は
越
前
の
三
位
通
盛
卿
、
陣
屋
の
内
と
も
思
わ

れ
ぬ
、
須
磨
の
浜
辺
の
千
鳥
足
。

ト
、
正
面
の
襖
開
い
て
、
越
前
三
位
平
通
盛
、
烏
帽
子
に

直
衣
姿
、
燗
鍋
、
盃
を
手
に
、
酔
う
た
体
に
て
出
、
三
人

よ
ろ
し
く
こ
な
し
あ
る
。
時
員
、
通
盛
の
手
か
ら
燗
鍋
を

取
っ
て
下
手
に
、
若
菜
は
上
手
に
、
通
盛
、
中
央
に
て
、

三
人
よ
ろ
し
く
き
ま
る
。

通　

盛　

お
っ
た
わ
、
お
っ
た
わ
。
若
菜
、
そ
も
じ
は
斯
様
な
と
こ
ろ
で

何
し
て
い
や
っ
た
。

若　

菜　

ア
イ
。

〽
応
え
る
そ
ば
よ
り
時
員
は
。

時　

員　

畏
れ
な
が
ら
旦
那
様
。

通　

盛　

な
に
、
旦
那
様
じ
ゃ
。
オ
ォ
、
そ
ち
ゃ
時
員
。
そ
な
た
も
こ
れ

に
か
。

時　

員　

は
い
。



通　

盛　

斯
様
な
所
で
、
若
菜
、
時
員
、
二
人
し
て
何
を
し
て
い
や
っ
た
。

〽
す
か
さ
ず
応
え
る
作
り
言
。

若　

菜　

わ
た
し
ゃ
、
時
員
殿
に
打
ち
叩
か
れ
て
お
り
ま
し
た
。

時　

員　

何
を
。

通　

盛　

ナ
ニ
、
時
員
が
打
っ
た
、
叩
い
た
か
。
コ
リ
ャ
時
員
、
若
菜
を

叩
き
し
訳
を
言
え
。
サ
、
下
に
い
て
。
訳
を
言
え
。
そ
ち
は
な
に

ゆ
え
女
子
を
ば
、
打
ち
打
擲
い
た
し
た
の
じ
ゃ
。

〽
居
ず
ま
い
た
だ
し
、
侍
は
。

時　

員　

畏
れ
な
が
ら
こ
の
女
子
が
、
怪
し
き
矢
文
を
抜
き
取
っ
て
、
結

び
し
文
を
い
ず
こ
か
へ
隠
せ
し
を
見
咎
め
て
、
詮
議
を
い
た
す
今

の
仔
細
。
ゆ
め
ゆ
め
み
だ
り
な
こ
と
で
は
ご
ざ
り
ま
せ
ぬ
。

通　

盛　

ナ
ニ
、
み
だ
り
な
こ
と
。
油
断
も
隙
も
な
い
男
じ
ゃ
。
そ
う
し

て
若
菜
、
今
時
員
が
申
せ
し
文
、
そ
ち
ゃ
隠
し
持
つ
の
か
。

若　

菜　

わ
た
し
ゃ
文
な
ど
知
り
ま
せ
ぬ
わ
い
な
。
文
じ
ゃ
の
何
の
と
言

い
か
け
し
て
、
覚
え
な
き
罪
の
濡
れ
衣
を
私
に
着
せ
る
謀
り
事

オ
ォ
聞
こ
え
た
。
時
員
殿
、
御
前
ど
こ
ぞ
の
お
女
中
さ
ん
と
、
文

の
や
り
と
り
、
い
た
す
の
で
あ
ろ
う
。
し
た
が
そ
の
お
女
中
は
ま

さ
か
源
氏
で
。

〽
時
員
き
っ
と
声
荒
ら
げ
。

時　

員　

コ
レ
女
、
言
う
に
言
変
え
根
も
葉
も
な
い
。
そ
の
ま
ま
に
は
捨

て
置
か
ぬ
ぞ
。

通　

盛　

オ
ォ
恐
ヮ
。
オ
ォ
恐
ヮ
。
恐
や
の
恐
や
の
。
斯
様
に
恐
い
顔
す

る
は
、
オ
ォ
そ
う
じ
ゃ
。
コ
リ
ャ
時
員
、
図
星
じ
ゃ
な
。
ど
こ
ぞ

の
女
中
と
懸
想
文
や
り
と
り
い
た
す
の
で
あ
ろ
う
。
陣
中
に
て
左

様
な
こ
と
を
ぬ
け
ぬ
け
と
、
テ
モ
マ
ァ
、
隅
に
置
か
れ
ぬ
侍
じ
ゃ

な
ァ
。
ウ
フ
フ
フ
フ
。

〽
御
酒
機
嫌
。
時
員
、
膝
詰
め
、
座
を
改
め
。

時　

員　

こ
は
情
け
な
き
御
仰
せ
。
今
危
急
存
亡
の
秋
の
我
が
一
門
。
大

事
の
時
に
居
合
わ
せ
て
、
旦
那
様
、
あ
な
た
様
は
ナ
ァ
。

ト
、
こ
れ
よ
り
合
方
と
な
り
、

こ
こ
は
陣
中
、
賤
し
き
女
子
を
お
側
に
侍
ら
せ
、
酒
酌
み
交
わ
す

な
ど
と
は
、
北
の
方
小
宰
相
様
が
御
覧
に
な
れ
ば
お
歎
き
遊
ば
す

は
こ
れ
必
定
。

通　

盛　

ム
ム
。ト

、
こ
の
う
ち
よ
き
程
に
、
熊
王
丸
、
毛
衣
の
着
付
、
山

刀
を
背
負
い
、
下
手
藪
畳
よ
り
出
、
陣
門
に
忍
び
寄
り

様
子
を
う
か
が
う
。

時　

員　

か
か
る
戦
の
習
い
と
は
い
え
、
畏
れ
多
く
も
鳥
羽
の
法
皇
様
の

姫
宮
上
西
門
院
様
の
御
仲
立
に
て
御
縁
を
結
び
し
小
宰
相
様
は

御
大
将
新
中
納
言
知
盛
様
の
御
陣
中
に
て
、
日
ご
と
夜
ご
と
に
帝



の
御
警
護
。
忠
勤
に
お
励
み
あ
そ
ば
す
折
柄
。

通　

盛　

黙
れ
。

時　

員　

そ
れ
に
ひ
き
か
え
旦
那
様
は
、
か
か
る
女
を
お
傍
に
侍
ら
せ

こ
こ
一
の
谷
へ
御
遊
興
ま
が
い
の
体
た
ら
く
。
幼
き
頃
よ
り
お
側

に
仕
え
し
時
員
に
は
お
情
の
う
て
。

通　

盛　

黙
れ
、
黙
れ
、
黙
り
お
れ
。
若
輩
者
の
分
も
弁
え
ず
便
々
と
し

た
諫
言
立
て
。
あ
ま
つ
さ
え
、
門
院
様
の
、
小
宰
相
の
と
、
場
所

柄
も
構
わ
ぬ
色
恋
話
。
斯
様
な
こ
と
、
通
盛
疾
う
に
忘
れ
た
わ

酔
い
が
醒
め
た
。
若
菜
、
酒
じ
ゃ
、
酒
を
も
て
。

若　

菜　

畏
ま
り
ま
し
た
。

ト
、
上
手
障
子
へ
行
き
、
時
員
を
ふ
り
か
え
り
、
思
い
入

れ
あ
っ
て
、
入
る
。
通
盛
、
身
を
横
た
え
、
肘
枕
、
檜
扇

で
顔
を
隠
し
眠
る
体
。
時
員
、
梯
子
を
下
り
、
門
の
方
へ

歩
み
寄
り
、
通
盛
を
見
上
げ
て
思
い
入
れ
。
須
磨
寺
の
鐘

の
音
。
上
手
屋
体
よ
り
、
郎
党
一
・
二
・
三
、
灯
台
を
持
っ

て
出
、
よ
き
所
に
置
き
、
上
手
屋
体
に
入
る
。
時
員
、
萎

れ
た
体
に
て
上
手
へ
行
き
か
か
る

〽
す
れ
違
う
心
も
空
の
夕
景
色
。
峰
吹
き
お
ろ
す
一
陣
の
春
の

嵐
に
冴
え
か
え
る
陣
屋
の
門
へ
慕
い
来
る
、
陣
笠
ま
ぶ
か
き

小
宰
相
。

ト
、
向
こ
う
よ
り
、
通
盛
妻
・
小
宰
相
、
陣
笠
、
陣
羽
織
、

大
小
の
拵
え
に
て
出
る
。
熊
王
丸
、
小
宰
相
に
気
づ
き

下
手
藪
畳
に
入
る
。
小
宰
相
、
七
三
に
て
こ
な
し
あ
っ
て
、

小　

宰　

夜
陰
に
紛
れ
、
こ
こ
ま
で
は
来
た
れ
ど
も
、
気
に
か
か
る
は
夫

通
盛
様
の
お
身
の
上
。
こ
の
一
の
谷
を
仰
せ
つ
け
ら
れ
、
お
別
れ

申
せ
し
折
の
お
言
葉
。
我
い
か
に
も
な
り
ぬ
と
も
、
そ
な
た
は
必

ず
生
き
よ
と
、
仰
せ
あ
そ
ば
す
一
言
。
案
じ
ら
れ
て
な
ら
ぬ
わ
い

な
。

ト
、
思
い
入
れ
あ
っ
て
、
陣
門
へ
来
る
。

お
取
次
ぎ
。
お
取
次
ぎ
。

ト
、
時
員
、
陣
門
に
向
か
う
。
若
菜
、
上
手
屋
体
よ
り

燗
鍋
、
盃
を
手
に
出
る
。
時
員
、
陣
門
を
開
け
、

時　

員　

あ
な
た
は
北
の
御
方
様
。

小　

宰　

時
員
殿
か
。

時　

員　

お
懐
か
し
ゅ
う
ご
ざ
り
ま
す
る
。

〽
と
迎
え
入
れ
。

ト
、
小
宰
相
を
迎
え
入
れ
る
。

若　

菜　

時
員
殿
。
何
事
で
ご
ざ
い
ま
す
。

時　

員　

旦
那
様
。
旦
那
様
。
御
方
様
が
参
ら
れ
ま
し
た
。
若
菜
殿
、
お

取
次
ぎ
。
お
取
次
ぎ
。



若　

菜　

御
方
様
と
は
解
し
か
ね
ま
す
。
最
前
あ
な
た
は
北
の
方
小
宰
相

殿
は
、
新
中
納
言
様
の
御
陣
中
と
申
さ
れ
た
で
は
ご
ざ
り
ま
せ
ぬ

か
。

時　

員　

何
に
も
せ
よ
、
御
方
様
の
御
入
来
。
取
次
ぎ
い
た
せ
、
若
菜
殿
。

〽
せ
っ
つ
く
侍
、
侍
女
は
煙
た
く
。

若　

菜　

旦
那
様
。
旦
那
様
。

通　

盛　

し
ば
し
の
間
、
微
睡
み
し
か
。
若
菜
、
酒
の
支
度
、
調
う
た
か
。

時　

員　

旦
那
様
。
御
方
様
が
参
ら
れ
ま
し
た
と
い
な
ァ
。

〽
言
葉
に
一
瞥
、
い
ぶ
か
し
み
、

通　

盛　

ナ
ニ
、
北
の
方
が
参
っ
た
と
。

小　

宰　

通
盛
様
。
お
懐
か
し
ゅ
う
ご
ざ
り
ま
す
る
。

通　

盛　

そ
ち
ゃ
小
宰
相
。
そ
な
た
、
こ
こ
へ
は
何
し
に
来
た
。

小　

宰　

は
い
、
御
前
を
案
じ
て
。

通　

盛　

ナ
ニ
。

小　

宰　

ア
ノ
、
い
い
え
。
二
位
の
尼
君
様
か
ら
戦
勝
祈
願
の
熨
斗
鮑
、

昆
布
、
勝
栗
、
こ
れ
は
す
な
わ
ち
そ
の
目
録
。
御
受
納
な
さ
れ
ま

せ
と
の
仰
せ
、
そ
の
お
使
い
に
参
り
ま
し
て
ご
ざ
り
ま
す
る
。

〽
と
し
お
ら
し
く
、

ト
、
懐
よ
り
目
録
を
取
り
出
し
、
時
員
に
取
り
次
が
す

時
員
、
通
盛
の
御
前
に
据
え
る
。

〽
通
盛
、
さ
っ
と
色
を
変
え
。

通　

盛　

愚
か
者
め
。
そ
ち
ゃ
、
帝
の
守
り
役
で
あ
ろ
う
。
か
か
る
大
役

を
仰
せ
つ
か
り
な
が
ら
、
御
側
を
離
る
る
と
は
何
事
な
ら
ん
。
あ

ま
つ
さ
え
、
通
盛
が
一
の
谷
の
陣
を
仰
せ
つ
け
ら
れ
、
御
大
将
新

中
納
言
様
の
陣
中
に
て
堅
く
言
い
置
い
た
る
わ
が
思
い
、
一
の
谷

見
舞
う
こ
と
は
相
成
ら
ん
、
来
て
は
な
ら
ぬ
と
言
い
聞
か
す
夫
が

言
葉
。
そ
な
た
は
心
に
留
め
ぬ
か
。

小　

宰　

そ
の
御
不
興
、
お
叱
り
は
も
っ
と
も
な
が
ら
、
三
草
山
の
合
戦

に
、
我
ら
一
門
大
痛
手
と
承
り
、
思
い
出
さ
る
る
あ
の
夜
一
言

一
の
谷
は
い
か
が
し
た
、
通
盛
様
は
御
息
災
か
、
様
子
が
知
り
た

い
、〽

飛
び
立
つ
思
い
は
比
翼
の
鳥
、
会
い
た
さ
見
た
さ
に
天
翔
け

る
こ
の
身
に
翼
無
け
れ
ど
も
、
暮
る
る
を
待
ち
か
ね
。

ト
、
ク
ド
キ
よ
ろ
し
く
あ
っ
て
、

尼
君
様
の
御
許
し
に
て
、
つ
い
こ
こ
ま
で
、

〽
妻
の
言
葉
も
聞
き
や
ら
ず
。

通　

盛　

ヤ
ア
、
戦
に
臨
ん
で
は
命
な
き
も
の
。
こ
の
通
盛
が
討
ち
死
に

し
た
ら
小
宰
相
、
そ
な
た
は
何
と
す
る
の
だ
。

小　

宰　

討
ち
死
な
ど
と
、
滅
相
も
な
き
こ
と
。

通　

盛　

未
練
の
性
根
は
武
門
の
恥
辱
。
か
か
る
女
を
妻
に
持
っ
た
は
こ



の
通
盛
が
一
生
の
不
覚
。

〽
怒
り
あ
ら
わ
の
面
相
も
、
心
に
違
う
思
い
の
丈
、
涙
を
呑
ん

で
言
い
放
つ
。

小
宰
相
、
そ
な
た
と
の
縁
は
こ
れ
ま
で
じ
ゃ
。
い
ず
れ
へ
な
り
と

疾
く
失
せ
ィ
。

小　

宰　

な
ん
と
仰
せ
ら
れ
ま
す
、
通
盛
様
。

通　

盛　

コ
リ
ャ
若
菜
。
今
か
ら
は
わ
れ
が
女
房
。

〽
驚
く
若
菜
抱
き
寄
せ
れ
ば
。

ト
、
若
菜
を
抱
き
寄
せ
る
。

若　

菜　

旦
那
様
、
ス
リ
ャ
真
で
。

通　

盛　

真
も
真
、
真
実
そ
の
ま
ま
。

若　

菜　

ソ
ン
ナ
ラ
私
が
越
前
の
三
位
通
盛
様
の
。

〽
北
の
方
か
と
頬
を
染
め
。

通　

盛　

左
様
じ
ゃ
若
菜
。
そ
ち
は
嬉
し
い
か
。

若　

菜　

ア
イ
。

通　

盛　

左
様
な
れ
ば
善
は
急
げ
。
義
経
の
軍
勢
迎
え
撃
つ
、
わ
が
軍
勝

利
の
前
祝
い
に
若
菜
と
の
祝
言
せ
ん
。
オ
ォ
ち
ょ
う
ど
よ
い
、
引

出
の
品
。
祝
い
の
品
も
あ
る
か
ら
は
、
時
員
、
祝
言
の
支
度
せ
ィ
。

〽
下
よ
り
見
上
げ
る
北
の
方
、
涙
に
ま
な
こ
か
き
曇
り
、
哀
れ

萎
る
る
気
色
な
り
、

時　

員　

ソ
は
あ
ん
ま
り
な
仰
せ
言
。
須
磨
の
陣
よ
り
一
の
谷
へ
そ
の
御

苦
労
も
お
厭
い
な
ら
ず
、
御
使
者
と
は
い
え
、
こ
う
参
ら
れ
た
御

方
様
の
御
心
の
ほ
ど
、
旦
那
様
、
御
推
量
な
さ
れ
て
下
さ
り
ま
せ
。

〽
言
う
も
や
ら
ず
に
大
音
声
、

通　

盛　

ま
た
し
て
も
ま
た
し
て
も
。
身
を
わ
き
ま
え
ぬ
出
し
ゃ
ば
り
言
。

か
く
ま
で
小
宰
相
を
思
う
な
ら
、
時
員
、
そ
ち
が
こ
の
女
を
女
房

に
い
た
せ
。

時　

員　

何
を
仰
せ
ら
れ
ま
す
。

通　

盛　

別
れ
の
印
じ
ゃ
、
小
宰
相
。
サ
、
こ
れ
持
っ
て
早
う
こ
の
場
を
、

立
ち
退
け
、
立
ち
退
け
。

〽
懐
中
よ
り
取
り
出
だ
す
、
肌
身
離
れ
ぬ
檜
扇
の
要
を
一
期
と

握
り
し
め
、
ハ
ッ
と
投
げ
つ
け
天
う
ち
仰
ぎ
。
溢
る
る
涙

ぐ
っ
と
堪
え
。

ト
、
懐
よ
り
檜
扇
を
取
り
出
し
、
通
盛
、
縁
に
膝
を
つ
い

て
、
扇
を
握
る
思
い
入
れ
あ
っ
て
、
小
宰
相
に
放
り
、
も

と
の
座
に
直
り
、
天
を
仰
ぐ
思
い
入
れ
。
小
宰
相
、
檜
扇

を
手
に
取
り
、
開
き
見
る
。

小　

宰　

我
が
恋
は
細
谷
川
の
ま
ろ
木
橋
。
こ
の
歌
は
。

〽
ふ
み
か
え
さ
れ
て
ぬ
る
る
袖
か
な
と
、
詠
み
も
や
ら
れ
ず
涙

を
絞
り
、
抑
え
か
ね
た
る
思
い
の
檜
扇
。



ト
、
こ
れ
よ
り
合
方
と
な
り
、

わ
ら
わ
が
今
宵
お
訪
ね
し
た
の
も
、
帝
、
二
位
の
尼
君
様
は
じ
め

御
同
輩
の
お
許
し
あ
っ
て
。
そ
れ
は
め
で
た
い
、
は
や
三
位
殿
に

お
伝
え
せ
よ
と
の
尼
君
様
の
御
心
遣
い
。
ま
た
、
道
中
に
気
を
つ

け
よ
と
、
仰
せ
下
さ
れ
し
帝
の
可
愛
ら
し
い
御
声
が
い
ま
だ
耳
に

残
り
お
り
ま
す
。
通
盛
す
で
に
三
十
に
な
る
ま
で
、
子
と
い
う
も

の
を
持
た
ざ
る
に
、
あ
は
れ
男
子
一
人
な
り
と
、
こ
の
世
の
形
見

に
と
お
っ
し
ゃ
っ
た
お
言
葉
を
よ
そ
に
せ
ず
懐
胎
な
し
た
る
こ
の

身
の
幸
せ
。

通　

盛　

な
ん
と
。

小　

宰　

サ
、
そ
の
喜
び
も
た
っ
た
今
。

〽
一
期
の
涙
こ
ぼ
れ
落
つ
。
通
盛
は
っ
と
傍
ら
の
若
菜
の
尻
目

紛
ら
わ
し
、
言
葉
厳
し
く
言
い
放
つ
。

通　

盛　

こ
は
愚
か
し
き
女
の
浅
知
恵
。
夫
の
言
葉
翻
さ
ん
と
、
子
を
孕

ん
だ
と
い
う
嘘
偽
り
。
左
様
な
戯
言
聞
く
と
思
う
か
。

〽
夫
婦
の
縁
の
絆
に
や
、
妻
は
言
葉
に
手
に
せ
し
扇
、
思
わ
ず

籠
る
女
の
力
、
め
り
、
め
り
、
め
り
と
破
り
か
け
た
る
痛
ま

し
さ
。

ト
、
小
宰
相
、
手
に
す
る
檜
扇
を
破
り
か
け
る
。
通
盛

小
宰
相
を
見
て
思
い
入
れ
。
小
宰
相
、
半
ば
破
れ
た
檜
扇

に
気
づ
き
、
泣
き
落
と
す
。
若
菜
、
小
宰
相
を
見
て
思
い

入
れ
あ
る
。
よ
き
程
に
、
小
宰
相
、
大
小
を
携
え
、
檜
扇

を
拾
い
上
げ
て
立
ち
、
檜
扇
を
縁
先
に
置
き
、
陣
門
へ
行

く
。
時
員
、
陣
笠
を
取
り
、
小
宰
相
に
渡
し
、
両
人
、
思

い
入
れ
あ
っ
て
、
時
員
、
送
り
出
す
。
通
盛
、
小
宰
相
を

見
送
り
思
い
入
れ
。
よ
き
程
に
二
重
の
御
簾
を
下
す
。
小

宰
相
、
花
道
七
三
に
行
き
、
止
ま
り
、
陣
屋
を
ふ
り
か
え

り
、
思
い
入
れ
よ
ろ
し
く
あ
っ
て
、
向
う
へ
入
る
。
時
員
、

縁
先
に
残
る
檜
扇
を
目
に
留
め
、
懐
中
に
し
て
、
上
手
に

入
る
。
よ
き
程
に
梟
の
声
あ
っ
て
、
御
簾
を
上
げ
る
。

〽
六
甲
山
月
半
輪
の
春
の
夜
更
け
の
山
お
ろ
し
。
雲
の
行
き
来

に
月
影
の
光
は
消
え
て
藪
の
中
、
夜
陰
に
紛
れ
現
る
る
、
荒

く
れ
無
骨
の
賤
し
き
姿
、
所
の
猟
師
熊
王
丸
。

ト
、
熊
王
丸
、
下
手
藪
畳
よ
り
出
、
陣
門
近
づ
き
、
様
子

を
う
か
が
い
、
指
笛
に
て
梟
の
声
を
作
る
。
若
菜
、
綿
帽

子
、
白
無
垢
の
拵
え
に
て
、
上
手
障
子
屋
体
の
内
よ
り
出
、

忍
ん
で
梯
子
を
下
り
、
陣
門
に
寄
る
。
熊
王
丸
、
再
び
合

図
の
梟
の
声
を
作
る
。

若　

菜　

兄
さ
ん
か
い
な
。

熊　

王　

兄
じ
ゃ
。
兄
じ
ゃ
。



ト
、
若
菜
、
門
を
開
け
る
。

若　

菜　

兄
さ
ん
。

熊　

王　

コ
リ
ャ
。

ト
、
若
菜
を
制
す
る
。
若
菜
、
袖
で
口
元
を
お
さ
え
る
こ

な
し
あ
っ
て
、
熊
王
丸
を
陣
の
内
に
入
れ
、
若
菜
、
熊
王

丸
を
梯
子
の
前
に
導
く
。
こ
の
う
ち
、
上
手
屋
体
の
障
子

そ
っ
と
開
き
、
両
人
を
う
か
が
う
様
子
。
こ
の
と
き
、
陣

門
を
取
り
払
う
。

熊　

王　

コ
リ
ャ
妹
、
な
に
は
さ
て
、
出
か
し
た
、
よ
う
や
っ
た
。

若　

菜　

そ
ん
な
ら
兄
さ
ん
、
今
の
間
の
。

熊　

王　

こ
の
場
の
様
子
は
藪
の
内
、
一
部
始
終
を
見
届
け
お
い
た
。
コ

リ
ャ
妹
、
そ
な
た
ま
ん
ま
と
通
盛
め
を
垂
ら
し
込
ん
だ
な
。

〽
兄
の
言
葉
の
あ
ら
れ
も
な
く
、
妹
は
嬉
し
さ
恥
ず
か
し
さ
。

若　

菜　

ナ
ァ
兄
者
人
、
そ
れ
に
つ
き
、
聞
い
て
ほ
し
い
こ
と
が
あ
る
わ

い
な
。
マ
ァ
ち
ゃ
っ
と
こ
こ
に
い
て
く
だ
さ
ん
せ
。

ト
、
熊
王
丸
の
手
を
と
り
、
梯
子
に
腰
か
け
る
よ
う
促
す
。

熊
王
丸
、
若
菜
を
制
し
、

熊　

王　

話
し
た
き
こ
と
聞
き
た
き
こ
と
は
兄
に
も
あ
る
。
し
た
が
便
々

と
も
し
て
お
ら
れ
ぬ
が
戦
の
な
ら
い
。
最
前
の
通
盛
の
体
た
ら
く
、

陣
屋
の
兵
も
戦
用
意
ま
ま
な
る
ま
い
。
御
大
将
、
九
郎
判
官
様
を

は
じ
め
と
し
て
軍
勢
一
万
騎
は
、
鉄
拐
山
の
頂
に
御
到
着
。
土
肥

次
郎
殿
率
い
る
七
千
騎
は
一
の
谷
の
西
に
回
り
、
残
る
三
千
騎
は

鵯
越
の
坂
落
と
し
を
駆
け
下
ら
ん
と
の
御
計
略
。
そ
の
先
達
は
俺

が
役
目
。
俺
が
帰
り
を
判
官
様
、
今
や
遅
し
と
お
待
っ
て
お
る
わ
。

若　

菜　

そ
ん
な
ら
兄
さ
ん
、
判
官
様
は
鵯
越
を
。

熊　

王　

月
が
山
の
端
に
消
え
る
時
は
、
判
官
様
の
軍
勢
、
こ
の
陣
屋
に

な
だ
れ
込
み
、
通
盛
め
を
討
ち
と
る
計
略
。
そ
な
た
の
役
目
も
最

早
や
済
ん
だ
。
よ
く
ぞ
通
盛
め
を
腑
抜
け
に
し
、
陣
屋
の
堅
め
を

緩
め
や
っ
た
な
。
兄
の
面
目
、
こ
の
上
な
し
。
妹
、
出
か
し
た

礼
を
申
す
。
サ
、
山
の
端
に
月
の
沈
ま
ぬ
う
ち
、
疾
く
疾
く
陣
屋

を
兄
と
と
も
に
。

〽
急
き
立
つ
兄
を
よ
そ
目
に
見
て
。

ト
、
熊
王
丸
、
門
の
方
へ
歩
み
ゆ
く
。
若
菜
、
思
い
入
れ

あ
っ
て
、

若　

菜　

ア
ァ
も
し
兄
さ
ん
。
ち
ょ
っ
と
待
っ
て
く
だ
さ
ん
せ
。

熊　

王　

待
て
と
は
何
じ
ゃ
。
こ
の
陣
屋
に
、
大
事
の
品
で
も
取
り
置
い

た
る
か
。

若　

菜　

い
い
え
そ
う
で
は
、
ご
ざ
ん
せ
ぬ
。

〽
雲
間
を
覗
く
月
明
り
、
兄
は
妹
の
姿
に
び
っ
く
り
。

熊　

王　

コ
リ
ャ
妹
、
そ
の
な
り
は
。



若　

菜　

こ
れ
じ
ゃ
に
よ
っ
て
、
わ
た
し
ゃ
厭
で
ご
ざ
ん
す
。

熊　

王　

妹
、
わ
り
ゃ
通
盛
め
に
た
ぶ
ら
か
さ
れ
た
か
。

若　

菜　

わ
た
し
ゃ
、
通
盛
様
の
女
房
じ
ゃ
。

熊　

王　

何
を
愚
か
な
、
馬
鹿
々
々
し
い
。
通
盛
が
戯
言
に
気
が
上
せ
た

か
、
コ
リ
ャ
妹
。
考
え
て
も
み
よ
。
通
盛
め
は
雲
の
上
人
。
越
前

の
三
位
と
い
う
官
位
の
あ
る
平
家
の
公
達
。
我
ら
は
無
位
無
官
の

地
下
の
狩
人
。
わ
ず
か
な
日
数
を
側
に
置
く
女
を
に
わ
か
に
妻
に

す
る
な
ど
、
真
の
は
ず
が
な
か
ろ
う
わ
ェ
。

若　

菜　

さ
り
な
が
ら
、
北
の
方
、
小
宰
相
様
の
御
懐
胎
と
の
お
言
葉
に

も
動
ぜ
ず
、
私
を
女
房
に
す
る
と
の
仰
せ
、
女
を
騙
す
お
心
と
は

思
わ
れ
ま
せ
ぬ
。

熊　

王　

そ
ん
な
ら
妹
、
わ
れ
と
兄
と
は
平
氏
と
源
氏
。
敵
と
な
っ
て
争

う
こ
と
に
な
る
の
じ
ゃ
ぞ
。

若　

菜　

じ
ゃ
に
よ
っ
て
、
厭
で
ご
ざ
ん
す
。

熊　

王　

な
ら
ば
そ
の
白
無
垢
を
脱
ぎ
捨
て
て
、
兄
と
と
も
に
。

若　

菜　

そ
ん
な
ら
み
す
み
す
手
に
入
り
し
こ
の
身
の
幸
せ
、
喜
び
を
捨

て
て
こ
の
場
を
立
ち
退
け
と
。

熊　

王　

オ
ォ
サ
、
そ
れ
が
わ
が
身
出
世
の
足
掛
か
り
。
こ
れ
よ
り
戦
で

兄
が
上
ぐ
る
功
名
手
柄
が
、
わ
れ
の
幸
せ
を
呼
び
寄
せ
る
の
じ
ゃ
。

ナ
ァ
妹
、
こ
と
聞
き
わ
け
て
、
こ
れ
だ
、
こ
れ
だ
。

〽
と
手
を
合
わ
せ
。

ト
、
若
菜
に
手
を
合
わ
せ
る
。

月
が
入
る
さ
の
山
の
端
に
隠
る
る
時
は
、
判
官
様
の
三
千
騎
が
鵯

越
を
駆
け
下
り
、
一
の
谷
へ
攻
め
寄
す
る
手
筈
。
そ
れ
じ
ゃ
に

よ
っ
て
兄
と
一
緒
に
。

若　

菜　

ソ
リ
ャ
兄
さ
ん
、
胴
欲
じ
ゃ
、
胴
欲
で
ご
ざ
ん
す
わ
い
な
。
生

れ
て
初
め
て
肌
身
に
添
わ
す
こ
の
真
綿
。
こ
れ
も
皆
、
通
盛
様
の

真
心
か
ら
。
そ
れ
捨
て
て
立
ち
退
け
と
は
あ
ま
り
の
お
言
葉
。
源

氏
ば
か
り
が
侍
で
は
ご
ざ
り
ま
せ
ぬ
。
帝
を
奉
ず
る
平
家
こ
そ

武
門
の
随
一
。
妹
が
幸
せ
、
大
事
と
思
う
て
下
さ
る
な
ら
、
兄
さ

ん
、
こ
れ
で
ご
ざ
ん
す
。

〽
妹
も
兄
に
手
を
合
わ
す
。

兄
さ
ん
、
後
生
で
ご
ざ
ん
す
。

熊　

王　

エ
ェ
聞
き
分
け
の
な
い
。
真
綿
御
仕
着
せ
に
目
が
く
ら
み
、
嘘

を
真
と
思
い
違
う
愚
か
者
。
じ
ゃ
と
い
う
て
、
置
い
て
も
行
け
ぬ

わ
が
妹
。

〽
思
案
の
ほ
か
の
恋
の
闇
。
兄
は
忠
義
に
心
を
決
し
。

そ
ん
な
ら
妹
、
わ
り
ゃ
ど
う
し
て
も
。

若　

菜　

ア
イ
、
厭
で
ご
ざ
ん
す
。

〽
背
を
向
け
た
れ
ば
、
山
刀
、
ぐ
っ
と
つ
か
ん
で
振
り
か
ぶ
り
、



ト
、
若
菜
、
兄
に
背
中
を
向
け
る
。
熊
王
丸
、
背
負
う
山

刀
を
手
に
取
り
、
妹
を
討
つ
構
え
。
よ
き
程
に
奥
よ
り
通

盛
、
声
に
て
、

通　

盛　

厭
と
は
何
じ
ゃ
、
コ
リ
ャ
若
菜
。
わ
し
と
添
う
の
は
厭
と
言
う

か
。

ト
、
正
面
の
襖
よ
り
、
通
盛
、
手
燭
を
持
ち
、
直
衣
姿
で

出
る
。
若
菜
、
背
後
に
熊
王
丸
を
か
ば
い
、
両
人
、
梯
子

の
も
と
に
控
え
る
。
通
盛
、
縁
先
に
立
ち
、
若
菜
を
見
下

ろ
し
、
熊
王
丸
に
目
を
遣
り
、

通　

盛　

コ
リ
ャ
若
菜
、
そ
な
た
気
の
多
い
女
子
じ
ゃ
な
。
今
こ
な
た
の

隠
し
お
る
こ
の
男
は
何
者
じ
ゃ
。

若　

菜　

隠
す
な
ど
と
は
滅
相
も
な
い
。
何
で
私
が
左
様
な
い
た
ず
ら
。

通　

盛　

オ
ォ
聞
こ
え
た
。
最
前
時
員
が
申
し
て
お
っ
た
矢
文
の
主
、
ア

リ
ャ
こ
の
男
で
あ
ろ
う
が
な
。
わ
が
女
房
に
懸
想
す
る
怪
し
き
男
、

様
子
を
語
れ
、
な
ん
と
、
な
ん
と
。

〽
手
燭
掲
げ
て
う
か
が
い
見
る
。

若　

菜　

何
を
あ
な
た
に
も
っ
た
い
な
い
。
三
位
様
、
コ
リ
ャ
、
私
の
兄

者
人
で
ご
ざ
り
ま
す
る
。

通　

盛　

ナ
ニ
、
兄
じ
ゃ
。
兄
と
言
う
て
も
憎
か
ら
ぬ
そ
の
出
で
立
ち
は
、

ほ
か
で
も
な
い
忍
ぶ
恋
路
を
辿
り
く
る
情
け
の
深
い
兄
で
あ
ろ
う
。

若　

菜　

い
い
え
、
ま
こ
と
の
兄
者
人
。
こ
れ
兄
さ
ん
、
御
前
も
一
言
申

し
訳
な
さ
れ
ま
せ
ィ
な
ァ
。

〽
妹
の
言
葉
に
詮
方
も
な
く
大
き
な
体
、
膝
折
り
、
腰
曲
げ

背
を
か
が
め
、
両
手
を
つ
い
て
頭
を
垂
れ
、

熊　

王　

お
初
に
お
目
に
か
か
り
ま
す
る
。
い
ま
、
こ
の
者
の
申
す
通
り
、

俺
は
こ
い
つ
の
兄
め
に
ご
ざ
り
ま
す
る
。

通　

盛　

そ
う
か
、
兄
か
。
名
は
何
と
申
す
。

熊　

王　

熊
王
丸
と
い
う
不
束
者
、
以
後
お
見
知
り
お
き
下
さ
り
ょ
う
な

ら
ば
大
慶
至
極
。

通　

盛　

こ
は
屈
強
の
快
男
児
。
若
菜
の
兄
の
熊
王
丸
、
生
業
は
何
を
い

た
す
。

熊　

王　

俺
が
生
業
。

〽
気
遣
う
気
配
に
、
通
盛
が
。

通　

盛　

言
い
に
く
く
ば
言
わ
ず
と
も
よ
い
。
そ
の
身
な
り
拵
え
よ
り
推

量
す
れ
ば
、
こ
の
山
々
谷
々
の
狩
人
に
て
も
相
違
あ
る
ま
い
。
い

か
が
じ
ゃ
、
熊
王
丸
、
わ
が
推
量
は
的
を
射
た
か
。

〽
詰
め
寄
る
言
葉
の
切
っ
先
を
、
兄
に
代
わ
っ
て
妹
は
返
し
、

若　

菜　

ア
イ
。
こ
の
山
間
の
狩
人
で
ご
ざ
り
ま
す
る
。

通　

盛　

そ
の
狩
人
が
こ
の
陣
屋
へ
は
。

〽
何
し
に
来
た
と
矢
継
ぎ
早
、
応
え
か
ね
た
兄
見
か
ね
て
、
こ



れ
も
妹
が
。

若　

菜　

は
い
。
私
か
ら
申
し
上
げ
ま
す
。
女
な
が
ら
に
出
過
ぎ
た
真
似

と
の
お
叱
り
を
受
け
る
こ
と
と
は
存
じ
な
が
ら
も
、
三
位
様
、
わ

が
兄
を
御
家
来
衆
に
お
取
り
立
て
下
さ
り
ま
せ
。

〽
聞
い
て
び
っ
く
り
ど
ん
ぐ
り
眼
、
熊
王
丸
は
怒
り
に
震
え

飛
び
立
ち
か
か
る
勢
い
を
妹
は
ぐ
っ
と
押
し
と
ど
め
。

ト
、
熊
王
丸
、
立
ち
か
け
て
キ
ッ
と
な
る
。
若
菜
、
熊
王

丸
を
制
す
る
こ
な
し
あ
っ
て
、

そ
れ
こ
の
通
り
、
飛
び
立
つ
思
い
、
必
ず
必
ず
お
役
に
立
つ
と
存

じ
ま
す
る
。

通　

盛　

熊
王
丸
と
や
ら
、
平
家
の
侍
に
な
り
た
い
と
な
。

〽
返
事
や
ら
れ
ず
南
無
三
宝
。
応
と
も
言
え
ず
、
ま
た
否
と
言

え
ぬ
苦
し
さ
胸
の
内
、
む
な
し
く
仰
ぐ
月
影
は
山
の
端
近
く

か
か
り
け
る
。

ト
、
熊
王
丸
、
き
っ
と
思
い
入
れ
よ
ろ
し
く
、
夜
空
を
仰

ぎ
、
う
ろ
た
え
る
こ
な
し
。
通
盛
、
と
く
と
熊
王
丸
を
見

て
、

そ
う
う
ろ
た
え
る
こ
と
と
て
な
し
。
さ
り
な
が
ら
、
心
に
か
か
る

こ
と
あ
り
や
。

熊　

王　

お
取
り
立
て
下
さ
れ
ば
、
こ
の
身
の
幸
い
、
心
に
か
か
る
こ
と

と
て
も
、
ご
ざ
り
ま
せ
ぬ
。

通　

盛　

左
様
な
れ
ば
、
こ
の
後
は
兄
妹
と
も
ど
も
、
こ
の
通
盛
に
奉
公

な
す
か
。

若　

菜　

は
い
。
三
位
様
、
私
と
も
ど
も
兄
者
人
も
。

通　

盛　

相
分
か
っ
た
、
若
菜
。
こ
な
た
の
兄
の
熊
王
丸
。
今
か
ら
通
盛

が
侍
に
取
り
立
て
つ
か
わ
す
。
熊
王
丸
、
近
う
。
若
菜
も
こ
れ
へ
。

熊　

王　

ハ
ハ
ァ
。

ト
、
梯
子
の
下
に
控
え
る
。
若
菜
、
梯
子
を
上
り
、
通
盛

の
下
手
に
控
え
る
。

通　

盛　

奉
公
の
手
始
め
。
こ
な
た
に
尋
ぬ
る
仔
細
あ
り
。

熊　

王　

身
に
覚
え
の
あ
る
こ
と
な
ら
、
な
ん
な
り
と
お
答
え
申
し
上
げ

ま
す
る
。

通　

盛　

し
か
ら
ば
尋
ね
ん
。
九
郎
判
官
義
経
の
軍
勢
、
我
が
陣
の
北
に

聳
え
た
る
鵯
越
に
立
つ
時
は
、
西
に
下
っ
て
浜
に
出
づ
る
や
。
ま

た
、
鵯
越
を
駆
け
下
り
、
こ
の
陣
屋
に
攻
め
寄
せ
る
や
、
推
量
い

か
に
、
熊
王
丸
。

熊　

王　

ハ
テ
知
れ
た
こ
と
。
鵯
越
は
、
人
、
ま
た
牛
馬
の
通
う
道
と
て

な
し
。
道
な
き
崖
を
馬
に
て
下
る
な
ど
愚
か
な
こ
と
で
ご
ざ
り
ま

す
る
。

通　

盛　

人
、
牛
馬
は
通
わ
ね
ど
も
、
鹿
は
い
か
が
じ
ゃ
、
通
う
か
否
か
。



ど
う
じ
ゃ
、
ど
う
じ
ゃ
。

〽
ぐ
っ
と
詰
ま
っ
て
熊
王
丸
。

狩
人
の
こ
な
た
な
ら
ば
、
知
ら
ぬ
こ
と
も
と
よ
り
あ
る
ま
い
。
も

し
ま
た
知
ら
ぬ
と
言
う
時
は
、
こ
な
た
の
言
葉
に
偽
り
の
影
の
生

ず
る
こ
と
も
あ
ら
ん
。
答
え
は
い
か
に
、
熊
王
丸
。

若　

菜　

三
位
様
、
兄
は
口
下
手
。
奉
公
始
め
に
気
が
張
っ
て
返
事
も
な

か
な
か
。
そ
の
お
答
え
は
こ
の
若
菜
が
。

通　

盛　

ナ
ニ
そ
な
た
が
答
え
る
と
な
。

若　

菜　

ア
イ
。
人
や
牛
馬
は
通
わ
ね
ど
、
鹿
な
れ
ば
易
き
こ
と
。
世
の

中
暖
こ
う
な
れ
ば
草
の
深
き
に
臥
そ
う
と
て
播
磨
の
鹿
は
丹
波
へ

越
え
、
ま
た
、
寒
う
な
れ
ば
雪
の
浅
き
に
草
葉
を
食
ま
ん
と
丹
波

の
鹿
は
播
磨
へ
通
う
。
そ
の
道
筋
は
す
な
わ
ち
あ
れ
な
る
鵯
越
。

通　

盛　

熊
王
丸
、
妹
は
鹿
が
通
う
と
申
す
ぞ
。
鹿
が
通
う
も
の
な
れ
ば
、

判
官
き
っ
と
鵯
越
を
駆
け
下
て
一
の
谷
を
攻
め
る
で
あ
ろ
う
。

熊　

王　

イ
ヤ
さ
り
な
が
ら
、
鹿
と
馬
は
違
う
獣
。
こ
れ
を
取
り
違
え
て

は
唐
土
の
故
事
に
曰
く
、
趙
高
が
身
の
誹
り
。
馬
鹿
な
こ
と
だ
ァ
。

通　

盛　

丈
三
十
丈
を
な
す
と
言
い
、
ま
た
絶
壁
の
中
程
に
は
十
五
丈
の

岩
鼻
を
ひ
か
え
る
鵯
越
。
馬
に
て
下
る
は
痴
れ
者
の
所
業
。
さ
れ

ど
、
奇
策
に
た
け
し
義
経
。
ウ
ム
、
鵯
越
の
坂
落
と
し
じ
ゃ
な

熊
王
丸
。
褒
美
を
と
ら
す
。

ト
、
直
衣
を
脱
ぎ
、
熊
王
丸
に
放
り
投
げ
る
。
通
盛
、
下

に
用
意
の
甲
冑
姿
と
な
っ
て
立
つ
。
若
菜
、
驚
き
、
梯
子

を
下
り
、
熊
王
丸
の
傍
に
立
つ
。
熊
王
丸
、
山
刀
を
手
に

悔
し
が
る
こ
な
し
あ
る
。

わ
が
後
白
河
の
法
皇
様
よ
り
賜
り
し
そ
の
直
衣
、
そ
れ
を
褒
美
に

立
ち
去
れ
、
兄
妹
。

熊　

王　

こ
は
汚
ら
わ
し
き
長
袖
衣
。
サ
テ
は
み
す
み
す
謀
ら
れ
し
よ
な
。

ト
、
ド
ン
チ
ャ
ン
に
な
り
、
陣
太
鼓
、
鬨
の
声
上
が
る

矢
が
、
上
手
屋
体
、
桜
の
立
木
に
射
込
ま
れ
る
。
熊
王
丸
、

若
菜
の
手
を
引
き
、
花
道
へ
向
か
う
。
若
菜
、
熊
王
丸
の

手
を
ふ
り
払
い
、

若　

菜　

兄
さ
ん
、
さ
ら
ば
で
ご
ざ
ん
す
。

熊　

王　

ウ
ム
ム
。
妹
ま
で
も
こ
の
兄
を
謀
り
お
っ
た
か
。
か
く
な
る
上

は
、
妹
、
覚
悟
。

ト
、
若
菜
と
立
ち
回
り
。
よ
き
ほ
ど
に
、
向
う
よ
り
、
小

宰
相
、
走
り
出
て
、
陣
屋
に
来
る
。

小　

宰　

通
盛
様
。
源
氏
の
軍
勢
鵯
越
よ
り
雪
崩
を
打
っ
て
こ
の
一
の
谷

へ
押
し
寄
せ
て
お
り
ま
す
る
。

ト
、
熊
王
丸
、
小
宰
相
を
見
て
立
ち
回
り
よ
ろ
し
く
あ
っ

て
、
若
菜
、
小
宰
相
を
か
ば
い
、
熊
王
丸
の
山
刀
に
か
か



り
、
手
負
い
と
な
る
。

熊　

王　

コ
リ
ャ
妹
、
な
に
ゆ
え
わ
が
手
に
。

若　

菜　

小
宰
相
様
は
、
斬
ら
さ
れ
ぬ
。

小　

宰　

若
菜
殿
。

ト
、
小
宰
相
、
若
菜
を
介
抱
す
る
。
時
員
、
上
手
よ
り
甲

冑
姿
に
て
出
、
熊
王
丸
を
追
い
た
て
る
。
熊
王
丸
、
花
道

七
三
に
て
、

熊　

王　

エ
ェ
妹
を
わ
が
手
に
か
け
し
か
。

ト
、
無
念
の
思
い
入
れ
あ
っ
て
、
向
う
へ
入
る
。
小
宰
相
、

時
員
、
若
菜
を
介
抱
し
、

通　

盛　

若
菜
、
大
事
な
い
か
。

若　

菜　

ア
イ
。

小　

宰　

な
に
ゆ
え
そ
な
た
わ
が
身
を
捨
て
て
。

若　

菜　

ア
イ
。ト

、
合
方
と
な
り
。

通
盛
様
の
御
胤
を
お
宿
し
な
さ
る
御
方
様
、
兄
者
人
に
斬
ら
せ
る

わ
け
に
は
参
り
ま
せ
ぬ
。
間
者
と
な
っ
て
入
り
込
み
ま
し
た
が

日
頃
、
通
盛
様
の
お
側
に
仕
え
、
お
人
柄
、
お
心
遣
い
に
ふ
れ
ま

す
う
ち
、
い
つ
し
か
募
る
い
た
ず
ら
心
。
源
氏
に
与
す
る
兄
を
裏

切
り
、
鵯
越
の
獣
道
、
申
し
あ
げ
た
も
三
位
様
を
お
助
け
し
た
い

心
か
ら
。
ご
計
略
と
は
知
り
な
が
ら
、
最
前
あ
な
た
に
か
き
抱
か

れ
、
こ
れ
こ
の
よ
う
な
真
綿
の
御
仕
着
せ
。

〽
こ
の
白
無
垢
が
冥
途
の
土
産
。

御
方
様
。

小　

宰　

オ
イ
ノ
ウ
。

若　

菜　

御
方
様
は
大
事
の
お
体
。
早
く
こ
の
場
を
。

小　

宰　

そ
れ
じ
ゃ
と
言
う
て
、
命
か
ば
う
て
く
れ
た
御
前
を
こ
の
ま
ま

こ
こ
へ
は
。

若　

菜　

三
位
様
。
旦
那
様
。
源
氏
の
軍
勢
攻
め
寄
す
前
に
、
少
し
も
早

く
、
御
方
様
を
。

〽
言
葉
に
通
盛
涙
を
絞
り
、

通　

盛　

若
菜
、
よ
く
ぞ
申
し
た
。
そ
れ
で
こ
そ
我
が
女
房
。
時
員
、
小

宰
相
を
連
れ
て
、
須
磨
の
陣
屋
へ
落
ち
の
び
よ
。

小　

宰　

い
い
え
、
通
盛
様
。
わ
ら
わ
も
と
も
に
。

通　

盛　

何
を
言
う
、
小
宰
相
。
そ
な
た
の
命
救
い
く
れ
た
若
菜
の
思
い

を
無
に
す
る
か
。

若　

菜　

御
方
様
、
御
息
災
で
。
必
ず
よ
き
御
子
を
。

ト
、
落
ち
入
る
。
小
宰
相
、
泣
き
落
と
す
。
ふ
た
た
び
ド

ン
チ
ャ
ン
と
な
り
、
鬨
の
声
あ
が
る
。

通　

盛　

時
員



時　

員　

ハ
ッ
。

通　

盛　

小
宰
相
を
頼
む
ぞ
よ
。

時　

員
、
命
に
代
え
ま
し
て
も
、
必
ず
や
。

ト
、
小
宰
相
の
手
を
と
り
、
花
道
に
行
く
。
向
う
よ
り

源
氏
の
侍
十
人
、
陣
屋
に
押
し
寄
せ
る
。
時
員
、
小
宰
相

の
手
を
引
き
、
源
氏
の
侍
と
立
ち
回
り
よ
ろ
し
く
。
通
盛
、

縁
先
に
立
ち
、

通　

盛　

小
宰
相
、
堅
固
で
暮
ら
せ
。

小　

宰　

通
盛
様
。

ト
、
時
員
の
手
に
引
か
れ
、
向
う
へ
入
る
。
源
氏
の
侍

通
盛
を
取
り
囲
み
、
よ
き
ほ
ど
に
、
向
う
よ
り
、
熊
王
丸
、

山
刀
を
手
に
甲
冑
姿
で
出
、
花
道
七
三
に
止
ま
り
、

鷲　

尾　

越
前
の
三
位
通
盛
卿
。

通　

盛　

こ
は
訝
し
き
熊
王
丸
が
姿
。

鷲　

尾　

熊
王
丸
と
は
昔
の
名
。
只
今
は
九
郎
判
官
義
経
様
が
身
内
に
て
、

鷲
尾
三
郎
義
久
と
い
う
侍
。
今
改
め
て
見
参
な
す
。

通　

盛　

こ
れ
は
小
賢
し
き
鷲
尾
三
郎
。

鷲　

尾　

妹
の
敵
。

通　

盛　

女
房
の
仇
。

鷲　

尾　

功
名
誉
は
わ
が
目
前
。

通　

盛　

な
ら
ば
手
柄
に
討
っ
て
見
よ
。

ト
、
陣
屋
の
内
、
源
氏
の
侍
と
大
立
ち
回
り
よ
ろ
し
く

あ
っ
て
、
通
盛
、
手
負
い
と
な
り
、
よ
き
程
に
、
二
重
に

上
り
、
義
久
と
立
ち
回
り
よ
ろ
し
く
あ
っ
て
、
源
氏
の
侍
、

下
に
て
陣
屋
を
取
り
囲
む
中
、
通
盛
、
義
久
、
引
っ
張
り

の
見
得
よ
ろ
し
く
あ
っ
て
、
幕
。

　

第
二
幕　

淡
路
の
瀬
戸
御
座
船
の
場

　
　
　
　

役　

名

通
盛
妻　

小
宰
相
局

通
盛
乳
母
子
・
滝
口
時
員

安
徳
帝

源
氏
の
軍
兵
六
人

大
納
言
乳
母

治
部
卿
局

二
位
尼
平
時
子

越
前
三
位
平
通
盛
の
霊



本
舞
台
、
浅
葱
幕
。
浪
音
に
て
幕
あ
く
。

ト
、
す
ぐ
八
島
の
謡
に
な
り
、

〽
今
は
は
や
、
閻
浮
に
帰
る
生
き
死
に
の
、
海
山
一
同
に
震
動

し
て
、
舟
よ
り
は
鬨
の
声
。
月
に
白
む
は
剣
の
光
、
潮
に
映

る
は
兜
の
星
の
影
、
水
や
空
、
空
行
く
も
ま
た
雲
の
波
の

う
ち
合
い
刺
し
違
え
る
、
舟
戦
の
駆
け
引
き
。

ト
、
浪
音
に
な
り
、
柝
に
つ
き
、
浅
葱
幕
振
り
落
と
す
。

本
舞
台
、
向
う
打
ち
抜
き
瀬
戸
の
海
原
、
雲
垂
れ
こ
め
る

未
明
の
遠
見
。
す
べ
て
淡
路
の
瀬
戸
海
上
の
体
。
真
中
に

舞
台
一
杯
の
御
座
船
、
白
木
の
屋
形
、
障
子
閉
し
あ
り

船
べ
り
に
仕
掛
け
あ
り
。
上
手
に
舳
を
向
け
、
屋
根
の
軒

口
に
赤
地
揚
羽
蝶
の
紋
の
幕
を
張
る
。
舞
台
一
面
に
浪
布
。

〽
ぬ
ば
た
ま
の
よ
る
べ
は
浪
に
隔
た
り
て
、
八
島
遥
け
き
御
座

船
に
、
疾
風
の
ご
と
く
迫
り
く
る
、
源
氏
の
軍
兵
。

ト
、
こ
の
う
ち
、
上
の
方
よ
り
屋
形
の
柱
に
、
矢
が
射
こ

ま
れ
、
突
き
刺
さ
る
。
上
の
方
よ
り
小
舟
二
艘
、
源
氏
の

軍
兵
各
三
人
を
乗
せ
、
御
座
船
に
漕
ぎ
寄
せ
る
。

軍　

兵　

平
家
の
御
座
船
こ
れ
に
あ
り
。
手
柄
は
目
前
。
そ
れ
。

軍
兵
ら　

オ
ォ
。

〽
声
聞
き
留
め
て
小
宰
相
、
長
刀
携
え
。

ト
、
小
宰
相
、
屋
形
を
出
て
、
キ
ッ
と
し
て
見
得
。

小　

宰　

平
家
に
仇
な
す
源
氏
の
侍
。

ト
、
船
中
に
乗
り
込
む
軍
兵
と
立
ち
廻
り
。
こ
の
う
ち

船
を
廻
し
、
舳
、
花
道
の
方
へ
向
く
。
奥
よ
り
小
舟
一
艘
、

時
員
、
大
小
、
弓
を
手
に
、
靭
を
背
負
う
甲
冑
姿
で
こ
れ

に
乗
り
、
軍
兵
に
梶
を
取
ら
せ
、
御
座
船
に
漕
ぎ
寄
せ
る
。

時
員
、
弓
に
て
、
御
座
船
に
乗
り
こ
む
源
氏
の
軍
兵
を
射

る
。
矢
に
撃
た
れ
し
軍
兵
、
海
中
に
落
ち
る
。

時　

員　

小
宰
相
様
。

小　

宰　

時
員
殿
か
。

ト
、
軍
兵
二
人
を
斬
り
、
海
中
に
没
す
る
。
時
員
、
小
舟

の
上
に
て
、
源
氏
の
軍
兵
と
立
ち
廻
り
よ
ろ
し
く
あ
っ
て
、

源
氏
の
軍
兵
皆
討
た
れ
て
海
に
沈
み
、
小
舟
二
艘
、
下
手

に
流
れ
入
る
。
時
員
、
小
舟
を
御
座
船
の
艫
の
辺
り
に
寄

せ
さ
せ
、

時　

員　

小
宰
相
様
、
御
無
事
で
ご
ざ
り
ま
す
る
か
。

小　

宰　

オ
イ
ノ
ゥ
。

時　

員　

須
磨
の
浦
に
て
お
別
れ
申
せ
し
折
、
ど
う
か
御
無
事
で
八
島
ま

で
と
思
い
ま
し
た
が
、

〽
思
う
に
違
う
こ
と
も
な
く
。



御
息
災
で
よ
ろ
し
う
ご
ざ
り
ま
す
る
。

小　

宰　

そ
な
た
も
堅
固
で
。

〽
互
い
に
励
ま
す
言
葉
と
言
葉
。

シ
テ
、
三
位
様
は
、
通
盛
様
は
。

〽
い
か
が
し
た
、
御
無
事
で
あ
ろ
う
と
矢
継
ぎ
早
、
乳
母
子

き
っ
と
口
引
き
結
び
。

時　

員　

旦
那
様
は
。

〽
し
お
た
れ
顔
に
立
つ
波
と
風
に
砕
け
て
声
細
々
。

小　

宰　

な
ん
と
し
た
。
い
か
が
し
た
。
エ
ェ
も
ど
か
し
い
、
時
員
殿

チ
ャ
ッ
と
こ
こ
へ
、

〽
招
き
上
げ
。

ト
、
時
員
を
招
き
、
時
員
、
舵
取
り
の
侍
と
や
り
と
り

あ
っ
て
御
座
船
の
裏
に
舟
を
廻
し
、
御
座
船
に
上
る
。
小

宰
相
、
時
員
の
手
を
と
り
、
艫
の
辺
り
に
共
に
住
ま
う
。

よ
く
ぞ
無
事
で
時
員
殿
。
こ
う
し
て
命
あ
る
こ
と
こ
そ
ほ
ん
に
何

よ
り
、
何
よ
り
じ
ゃ
わ
い
な
ァ
。

〽
励
ま
す
声
に
面
目
な
く
、
頭
う
な
だ
れ
、
言
葉
も
失
せ
。

面
を
あ
げ
や
、
時
員
殿
。
シ
テ
、
三
位
様
は
御
息
災
か
。
通
盛
様

は
無
事
で
あ
ろ
う
な
。
コ
レ
。

〽
詰
ま
る
答
え
は
無
念
の
涙
、
声
震
わ
せ
て
。

時　

員　

旦
那
様
は
。

小　

宰　

通
盛
様
は
。

時　

員　

見
事
。

小　

宰　

お
手
柄
を
お
上
げ
に
な
っ
た
か
。

時　

員　

エ
ェ
、

〽
見
事
。

一
の
谷
の
陣
中
に
て
、
見
事
、
討
ち
死
。

小　

宰　

な
ん
と
。

時　

員　

お
果
て
。

小　

宰　

エ
ェ
。

時　

員　

お
果
て
な
さ
れ
て
ご
ざ
り
ま
す
る
。

〽
泣
く
音
聞
き
留
め
、
二
位
の
尼
、

ト
、
小
宰
相
、
泣
き
落
と
し
、
二
位
尼
、
屋
形
の
内
よ
り

声
あ
っ
て
、

二　

位　

ナ
ニ
、
越
前
の
三
位
通
盛
卿
、
一
の
谷
に
て
、
討
ち
死
に
せ
し

か
。〽

屋
形
を
出
ず
る
尼
御
前
、
帝
の
手
を
引
き
御
乳
の
人
大
納
言
、

治
部
卿
の
局
と
も
ど
も
に
船
端
近
く
身
を
寄
せ
合
い
。

ト
、
屋
形
よ
り
、
二
位
尼
、
出
て
、
つ
づ
い
て
、
大
納
言

乳
母
、
安
徳
帝
の
手
を
引
き
出
、
後
に
治
部
卿
局
、
出
て
、



皆
舳
の
方
に
住
ま
う
。
小
宰
相
、
時
員
、
舳
の
方
に
向
き
、

平
伏
す
る
。

二　

位　

小
宰
相
が
夫
、
越
前
の
三
位
通
盛
卿
、
武
勇
優
れ
し
と
聞
き
及

び
し
も
あ
い
果
て
た
る
か
。

大　

納　

戦
の
な
ら
い
は
是
非
も
な
し
、
と
は
申
し
な
が
ら
思
え
ば
不
憫

な
こ
と
じ
ゃ
な
ァ
。

治　

部　

ま
し
て
小
宰
相
は
今
、
通
盛
卿
の
御
子
を
宿
す
身
の
上
。
い
ず

れ
産
ま
れ
来
る
赤
子
、
夫
に
抱
か
せ
て
も
や
り
た
か
っ
た
で
あ
ろ

う
な
。

大　

納　

さ
て
も
さ
て
も
、

治
部
・
大
納　

ま
ま
な
ら
ぬ
世
の
中
じ
ゃ
な
ァ
。

〽
声
改
め
て
、
二
位
の
尼
。

二　

位　

時
員
と
や
ら
。

時　

員　

ハ
ハ
ッ
。

二　

位　

一
の
谷
の
戦
、
通
盛
が
生
涯
の
有
様
、
小
宰
相
に
語
っ
て
や

り
ゃ
。

時　

員　

畏
ま
っ
て
ご
ざ
り
ま
す
る
。

〽
声
励
ま
し
て
時
員
が
、
物
語
ら
ん
と
座
を
構
え
。

ト
、
居
ず
ま
い
を
正
し
、

夜
も
明
け
や
ら
ぬ
一
の
谷
、
俄
か
に
起
こ
る
蹄
の
響
き
、
鬨
の
声
。

〽
義
経
の
軍
勢
三
千
騎
、
雪
崩
を
打
っ
て
押
し
寄
せ
た
り
。

谷
に
山
彦
声
荒
ら
げ
、
一
万
と
も
十
万
と
も
聞
こ
ゆ
る
軍
勢
を

迎
え
撃
ち
た
る
通
盛
卿
が
御
働
き
。
こ
こ
を
先
途
と
鬼
神
の
勢
い
。

さ
り
な
が
ら
、
義
経
火
攻
め
と
矢
を
撃
ち
掛
け
、

〽
折
し
も
悪
風
下
ろ
し
き
て
、
屋
形
、
仮
屋
も
た
ち
ま
ち
に
黒

煙
な
し
、
燃
え
上
が
る
。

陣
屋
の
有
様
。
ハ
ヤ
こ
れ
ま
で
と
兵
ど
も
、
海
の
方
へ
と
落
ち
の

び
ゆ
く
。
通
盛
卿
は
た
だ
一
人
、
陣
に
と
ど
ま
り
、
東
国
の
荒
く

れ
武
者
と
鎬
を
削
り
、
容
赦
も
な
く
敵
方
の
首
討
ち
と
っ
て
い
た

り
し
に
、
ア
レ
、
赤
地
の
錦
直
垂
に
唐
綾
縅
の
公
達
は
ま
さ
し
く

平
家
の
御
大
将
と
、

〽
詰
め
寄
る
敵
に
と
り
こ
め
ら
れ
。

鷲
尾
三
郎
義
久
と
名
の
り
合
い
、
終
に
討
た
れ
て
。

ト
、
ド
ン
チ
ャ
ン
に
な
り
、
鬨
の
声
あ
が
る
。

安　

徳　

尼
御
前
、
あ
の
声
は
。

二　

位　

ア
レ
あ
の
声
は
こ
の
御
船
へ
迫
り
く
る
源
氏
の
兵
。

大　

納　

御
上
、
屋
形
の
内
へ
。

治　

部　

お
入
り
あ
そ
ば
し
ま
せ
。

〽
う
ち
う
な
ず
い
て
安
徳
帝
、
乳
母
と
も
に
入
り
に
け
る
。

ト
、
大
納
言
乳
母
、
安
徳
帝
の
手
を
引
き
、
屋
形
に
入
る
。



治
部
卿
局
も
つ
づ
い
て
入
る
。

二　

位　

時
員
、
大
儀
。
小
宰
相
、
通
盛
卿
の
立
派
な
最
期
。
聞
い
て
そ

な
た
も
安
堵
し
た
で
あ
ろ
う
。
こ
の
後
は
と
も
に
菩
提
を
。

小　

宰　

御
言
葉
、
忝
う
存
じ
ま
す
る
。

時　

員　

そ
れ
が
し
は
こ
れ
よ
り
、
旦
那
様
の
弔
い
戦
。
冥
途
の
御
供
に

遅
れ
ぬ
よ
う
。

二　

位　

左
様
な
れ
ば
、
戦
の
餞
、
盃
と
ら
す
。
時
員
、
屋
形
の
内
へ
。

時　

員　

ハ
ハ
ァ
。

ト
、
二
位
尼
に
一
礼
す
る
。
二
位
尼
、
屋
形
に
入
る
。
時

員
、
小
宰
相
に
向
き
、
懐
よ
り
、
檜
扇
を
取
り
出
し
、

こ
の
扇
は
、
旦
那
様
、
小
宰
相
様
、
御
夫
婦
の
縁
を
結
ぶ
大
事
の

御
品
。

〽
供
養
も
と
も
に
と
、
乳
母
子
が
手
渡
す
扇
、
胸
に
抱
き
、

小　

宰　

時
員
殿
。

時　

員　

小
宰
相
様
、
御
方
様
は
大
事
の
御
身
。
御
短
慮
な
こ
と
、
な
さ

れ
ま
す
る
な
。

ト
、
屋
形
に
入
る
。

〽
小
宰
相
は
た
だ
一
人
、
今
生
は
は
や
淡
路
の
仇
波
、
夫
の
魂

魄
今
い
ず
こ
と
、
形
見
の
扇
う
ち
ま
も
る
。
紅
、
緑
、
白

紫
、
黄
に
薄
紅
を
加
え
た
る
、
六
つ
な
る
色
の
飾
り
紐
、
ほ

ど
け
ば
開
く
檜
扇
の
半
ば
破
り
し
片
つ
方
。

小　

宰　

わ
が
恋
は
細
谷
川
の
丸
木
橋
ふ
み
返
さ
れ
て

〽
ぬ
る
る
袖
か
な
。

お
懐
か
し
い
、
通
盛
様
。

〽
ま
た
片
端
の
水
茎
は
。

た
だ
た
の
め
細
谷
川
の
丸
木
橋
ふ
み
返
し
て
は
落
ち
ざ
ら
め
や
は
。

〽
門
院
様
の
御
歌
な
る
。

思
い
出
だ
す
は
安
元
の
春
、

〽
上
西
門
院
様
に
御
供
し
、
法
勝
寺
の
桜
狩
。
同
じ
く
供
奉
な

す
通
盛
卿
、
一
目
互
い
に
目
を
交
わ
し
、
思
い
、
情
は
胸
の

内
。
は
か
な
く
過
ぎ
る
年
月
の
、
三
年
を
忍
び
耐
え
か
ね
て
、

恋
ぞ
つ
も
り
て
文
と
な
る
、
夢
の
通
い
路
踏
み
迷
う
。
色
に

出
に
け
る
憂
い
の
影
。
女
院
は
察
し
て
筆
執
り
給
い
、
え
に

し
を
結
ぶ
御
情
け
。
は
か
な
き
契
り
世
の
乱
れ
。
源
氏
平
家

の
合
戦
に
、
都
を
落
ち
て
西
海
の
八
重
の
潮
路
に
た
だ
よ
え

る
憂
き
身
に
残
る
檜
扇
が
二
世
の
縁
の
夫
の
形
見
。

ト
、
こ
の
う
ち
、
小
宰
相
、
さ
ま
ざ
ま
に
思
い
入
れ
よ
ろ

し
く
あ
っ
て
。

小　

宰　

そ
う
じ
ゃ
、
入
道
相
国
清
盛
公
は
、
音
戸
の
瀬
戸
に
て
、
西
に

入
る
日
を
惜
し
ま
せ
給
い
、
扇
を
向
け
て
中
天
に
日
を
返
せ
し
と



い
う
。
わ
が
夫
通
盛
様
も
御
血
筋
。
わ
が
身
に
残
せ
し
こ
の
檜
扇
、

夫
の
一
念
籠
る
な
ら
ば
、
清
盛
公
の
扇
に
な
ら
い
、
返
さ
せ
給
え
、

通
盛
様
。

〽
と
う
ち
招
け
ば
、
不
思
議
や
な
、
浪
に
浮
か
び
し
御
面
影

ま
ざ
ま
ざ
と
生
け
る
が
ご
と
き
お
ん
姿
、
ゆ
ら
れ
ゆ
ら
れ
て

慕
い
来
る
。

ト
、
こ
の
う
ち
、
小
宰
相
、
舳
の
方
に
立
ち
、
檜
扇
を
開

き
、
海
に
向
け
る
。
遠
見
の
月
、
雲
を
出
る
。
浪
音
高
ま

り
、
ド
ロ
ド
ロ
と
な
り
、
花
道
す
っ
ぽ
ん
よ
り
通
盛
の
霊
、

弓
矢
、
大
小
、
手
負
い
の
甲
冑
姿
に
て
せ
り
あ
が
る
。

〽
夢
か
現
か
波
枕
、
見
ぬ
行
く
末
も
見
し
こ
と
も
仮
の
宿
り
の

幻
か
。
沈
み
浮
か
び
て
見
え
給
う
、
冑
を
帯
し
、
兵
具
い
み

じ
き
御
姿
。

ト
、
こ
の
う
ち
に
、
通
盛
の
霊
、
御
座
船
へ
慕
い
寄
る

小
宰
相
、
通
盛
に
目
を
留
め
、
思
い
入
れ
あ
っ
て
、

小　

宰　

わ
が
夫
か
、
通
盛
様
か
。

〽
呼
べ
ど
答
え
ず
、
魂
魄
の
声
仇
波
に
奪
わ
る
る
。

ト
、
通
盛
、
舳
の
方
に
来
て
住
ま
う
。

小　

宰　

通
盛
様
。
ど
う
ぞ
御
声
を
聞
か
せ
給
え
。
通
盛
様
。

〽
扇
翳
し
て
、
う
ち
招
け
ば
、
不
思
議
や
奇
特
、
波
だ
に
音
を

う
ち
鎮
め
、

通　

盛　

小
宰
相
。
無
事
で
あ
っ
た
か
。

小　

宰　

は
い
。

通　

盛　

武
門
に
生
ま
れ
し
越
前
の
三
位
通
盛
が
働
き
見
す
る
は
合
戦
の

場
。
と
は
思
え
ど
も
、
こ
れ
ま
で
の
戦
に
お
い
て
、
敵
と
は
い
い

な
が
ら
、
見
も
知
ら
ぬ
罪
な
き
者
の
首
討
つ
悲
し
さ
。
戦
の
習
い
、

是
非
な
き
こ
と
と
は
知
り
な
が
ら
、
も
の
の
ふ
に
生
ま
れ
た
る
も

前
世
の
報
い
、
我
が
定
め
。

〽
波
白
々
と
明
石
の
浦
、
須
磨
の
浦
よ
り
西
海
の
波
に
漂
う
憂

き
別
れ
、

通　

盛　

わ
れ
は
こ
れ
よ
り
弥
陀
の
浄
土
へ
赴
か
ん
。
さ
れ
ば
こ
そ
、
そ

な
た
に
言
い
置
く
契
あ
り
。
小
宰
相
、
よ
く
聞
け
。

ト
、
合
方
と
な
り
、

通　

盛　

い
く
さ
は
常
の
こ
と
な
れ
ば
、
日
頃
は
か
く
し
て
言
わ
ざ
り
し

が
、
夫
婦
は
二
世
の
縁
と
や
ら
。
来
世
も
同
じ
蓮
台
の
。

〽
露
の
契
の
涙
の
玉
、
声
を
し
ぼ
っ
て
北
の
方
。

小　

宰　

必
ず
と
も
に
。

通　

盛　

三
十
路
と
な
り
し
通
盛
が
、
そ
な
た
に
残
す
忘
れ
形
見
、
夫
婦

の
契
り
結
び
し
檜
扇
。

〽
こ
の
世
の
絆
と
ね
ん
ご
ろ
に
、
わ
が
形
見
と
て
忘
る
る
な
と
、



う
ち
ま
も
り
、
う
ち
ま
も
り
、

通　

盛　

わ
が
北
の
方
、
小
宰
相
。

小　

宰　

わ
が
夫
、
通
盛
様
。

通　

盛　

汝
は
命
捨
つ
べ
か
ら
ず
、
必
ず
生
き
よ
。

〽
淡
路
の
瀬
戸
の
浦
波
に
ゆ
ら
れ
ゆ
ら
れ
て
消
え
ゆ
く
面
影
、

こ
の
世
の
修
羅
の
苦
し
み
を
離
れ
て
霞
む
御
姿
、
菩
薩
も
こ

こ
に
来
迎
の
成
就
得
脱
法
の
海
、
忍
辱
慈
悲
の
波
枕
。

小　

宰　

わ
が
君
様
。

ト
、
こ
の
う
ち
、
通
盛
の
霊
、
小
宰
相
、
思
い
入
れ
よ
ろ

し
く
、
浪
音
と
な
り
、
通
盛
の
霊
、
花
道
す
っ
ぽ
ん
へ
行

き
、
下
が
る
。
安
徳
帝
、
屋
形
を
出
て
小
宰
相
を
見
る

小
宰
相
、
舳
に
立
ち
、
月
に
檜
扇
を
振
り
か
ざ
す
。

小　

宰　

扇
の
威
徳
も
こ
と
切
れ
し
か
。
通
盛
様
。

〽
月
う
ち
な
が
め
、
扇
を
ま
ま
に
合
掌
し
、

ト
、
思
い
入
れ
。

小　

宰　

我
が
身
も
こ
の
世
に
思
い
も
な
し
。
一
切
衆
生
、
皆
仏
道
に
入

れ
し
め
た
ま
え
、

〽
今
生
に
別
れ
を
告
ぐ
る
方
便
品
、
尽
き
ぬ
迷
い
の
雲
晴
れ
て

は
る
か
に
照
ら
す
法
の
月
。

安　

徳　

小
宰
相
。

小　

宰　

は
い
。

安　

徳　

い
ず
こ
へ
参
る
。

小　

宰　

わ
ら
わ
は
こ
れ
よ
り
、
月
の
船
に
て
西
方
極
楽
弥
陀
の
浄
土
へ

参
り
ま
す
る
。

安　

徳　

朕
も
行
こ
う
。

小　

宰　

御
上
は
こ
の
後
と
も
に
御
息
災
で
お
わ
し
ま
せ
。

安　

徳　

行
こ
う
。

ト
、
舳
へ
向
か
う
。

小　

宰　

な
り
ま
せ
ぬ
。

〽
と
懐
に
抱
き
留
め
、

ト
、
安
徳
帝
を
胸
に
抱
き
、
思
い
入
れ
あ
っ
て
、
安
徳
帝

を
屋
形
の
方
へ
住
ま
わ
せ
る
。

小　

宰　

御
上
、
お
さ
ら
ば
で
ご
ざ
り
ま
す
る
。

ト
、
舳
へ
行
き
、
空
を
仰
ぎ
合
掌
す
る
。
安
徳
帝
、
小
宰

相
の
後
に
つ
き
、
舳
へ
向
か
う
。
屋
形
の
内
よ
り
、
二
位

尼
の
声
し
て
、

二　

位　

早
ま
る
で
な
い
、
小
宰
相
。

ト
、
屋
形
を
出
る
。
後
よ
り
大
納
言
乳
母
、
治
部
卿
局

出
て
、
二
人
、
安
徳
帝
の
傍
に
を
住
ま
う
。
二
位
尼
、
舳

の
小
宰
相
の
も
と
へ
行
き
、



二　

位　

こ
の
世
ば
か
り
か
未
来
ま
で
変
ら
ぬ
夫
婦
の
通
盛
が
思
い
、
無

に
し
て
な
る
も
の
で
な
い
。
浄
土
へ
向
か
う
通
盛
の
手
向
け
は
コ

レ
。

ト
、
小
宰
相
の
上
着
を
脱
が
せ
、
海
原
に
ふ
わ
り
と
な
げ

る
。
上
着
、
波
に
漂
う
。

時
員
、
こ
れ
へ
。

時　

員　

ハ
ッ
。ト

、
屋
形
を
出
る
。

二　

位　

小
宰
相
、
そ
な
た
は
こ
れ
に
て
舟
を
下
り
、
時
員
の
案
内
に
て
、

比
叡
山
横
川
の
僧
都
を
頼
み
、
夫
通
盛
卿
の
菩
提
を
伴
う
仏
の
旅

路
。
時
員
、
早
ヤ
参
れ
。

時　

員　

ハ
ハ
ァ
。

ト
、
小
宰
相
、
傍
ら
の
長
刀
で
髪
を
切
ろ
う
と
す
る
。
二

位
尼
、
こ
れ
を
と
ど
め
、

二　

位　

早
ま
る
で
な
い
。
小
宰
相
。
髪
を
下
ろ
す
は
、
通
盛
卿
が
御
子

を
産
み
し
後
。

小　

宰　

尼
御
前
様
。

二　

位　

早
ヤ
行
け
。

ト
、
時
員
、
小
宰
相
と
と
も
に
御
座
船
を
下
り
、
小
舟
に

移
る
。

〽
誰
が
呼
ぶ
と
は
し
ら
な
み
の
涙
の
別
れ
、
憂
き
世
の
習
い

梶
音
ば
か
り
鳴
る
海
の
淡
路
の
島
の
島
影
に
漕
ぎ
離
れ
行
く
。

安　

徳　

小
宰
相
。
堅
固
で
暮
ら
せ
。

ト
、
舳
に
立
ち
、
後
ろ
に
二
位
尼
、
大
納
言
乳
母
、
治
部

卿
局
、
小
宰
相
と
時
員
を
見
送
る
。
浪
音
と
な
り
、
浪
幕
、

船
端
に
寄
せ
、
小
宰
相
、
檜
扇
を
翳
す
。
安
徳
帝
、
合
掌

す
る
の
を
柝
の
頭
。
皆
々
き
ま
り
、

〽
あ
と
白
波
と
。

皆
々
合
掌
し
、
浪
音
に
て
、
幕
。

安あ

樂ら

井い　
　
　

薫く
ん

東
京
都
在
住




